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「今の学びと将来を守り、生徒一人一人の可能性を伸ばす」 

 「12年ぶり４回目の全国制覇」 全国高校総体において、ウエイトリフティング部が、個人優勝２名を含む学校対抗

女子総合優勝という快挙を成し遂げました。新型コロナウイルス感染症のため様々な制限がある中でしたが、全国

で、また地元地域で本校生徒が、さまざまな分野で大活躍してくれた夏でした。 

 中学生対象体験セミナーには、多くの中学生並びに保護者、中学校の先生方に御参加いただきました。本校の魅

力を感じていただいたことと思います。是非、進路先として選択していただければ幸いです。 

 このような中で２学期を迎えましたが、新型コロナウイルス感染症拡大のための緊急事態宣言が延長され、教育活

動にこれまで以上の制限がかかるスタートとなりました。３年生の進路実現に向けた試験が始まっていく中、生徒の

健康を守り、生徒の今の学びと将来を守るため、校内での感染拡大防止対策を図りながら、ＩＣＴの利活用や少人数

による個別指導など、「何ができるか。」「どう工夫したらできるのか。」を考え、生徒一人一人の可能性を伸ばしていきます。 

 「今日も生涯の一日なり」 このように予測不可能な状態の時だからこそ、何でもない一日のように見える今日が、生涯の中でかけがえのない一日であ

ることを忘れず、「生徒の可能性を伸ばす」という「熱意」、逆風が吹いたときの「創意」、周囲の支えに感謝する「誠意」を大切に生徒の学びを止めることな

く教育活動を進めていきます。今後も、温かく見守り、御支援いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

京都府立加悦谷高等学校長 藤田 浩  

夏 
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て、生徒たちは普

段接することが少

ない地域の子ども

達へボランティア

活動を行ってきま

した。小学生に勉

強を教えに行くプラスワンスタディに参加した生徒もいれば、外

で遊ぶ小学生たちのサポートをした生徒も。また、与謝野町の

魅力を伝える「よさの高校生広報室＠みらい」のメンバーも、地

域のこども園に出向き、こども園での活動を体験しました。参加

した生徒は、子ども達との触れ合いが楽しかったことはもちろん

のことでしたが、 

 「私たちが色々教えたり、手伝ったりすると思っていたけど、

逆に今回のボランティアでは子どもたちに教わったことの方が

圧倒的に多かった。とにかく元気で、私たちが疲れていても

ずっと動きっぱなし

で、笑いっぱなしの

子どもたちを見てす

ご く 元 気 を 貰 え

た！ 」 

 など、子ども達から

も学ぶことが多くあ

り、充実した日を過

ごしました。 
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<小学生たちの遊び相手になる生徒たち> 

【ボランティア&広報】 地域の子どもを知る 【中学生対象】 体験セミナーを実施しました 

 

 

８ 
月４日(水)、宮津天橋高校加悦谷学舎の体験セミナーを開催

しました。218名の中学生のみなさんに参加していただきまし

た。 

 中学生のみなさんには新型コロナウイルス感染症感染防止対策のた

め、２グループに分かれて、学校紹介を含めた全体会と体験授業に参

加いただきました。その後、希望者には部活動を体験してもらい、自分

たちが高校に進学した後の高校生活のイメージにつながる時間となりま

した。 

 参加いただいた中学生の皆さ

んからは、 

 「学習や部活動にしっかり打ち

込める学校だと感じました。」 

 「先輩の生活発表を聞いて、入

学してからのことが少しイメージ

できました。とても楽しそうだなと

感じました。」 

 などの感想をいただきました。 

 中学生の皆さん、保護者の皆

様、中学校の先生方、暑い中お

越しいただきありがとうございま

した！ 

 

<写真> 

上； 全体会で生活発表を行う

２年生 

中； 体験授業(家庭科)の様子 

下； 体験入部(サッカー部)の

様子。サッカー部では、宮津

学舎の部員も参加してくれ

ました。 

<保育士さんにインタビューする生徒> 
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全 
国高等学校総合体育大会『高松宮賜旗・第68回全国高等学校

ウエイトリフティング競技選手権大会』が福井県で行われ、小西

智哉さん(３年・加悦中)、下村愛里さん(１年・加悦中)、長島和奏さ

ん(１年・江陽中)が出場しました。  

 女子59kg級で下村さんが、女子76kg級で長島さんがともに優勝しました。そ

の結果、宮津天橋高校が学校対抗の女子団体戦で優勝し、加悦谷高校から

12年ぶり４回目となる全国制覇を達成しました。来年・再来年も個人、団体とも

に優勝の３連覇を目指して引き続き練習に励みます。 

【部活動】 大会で大活躍！＆日頃の練習成果を地域に還元！ 

＜ウエイトリフティング部 ～全国大会優勝！～＞ 

＜全国優勝を果たした長島さんと下村さん＞ 

合 
唱部は、７月24日(土)

に丹後王国で、８月７

日(土)に知遊館にてそ

れぞれマイクパフォーマンスを行い

ました。 

 丹後王国では、１年生が初めて学

校外でパフォーマンスを披露する機

会となりました。他校の軽音楽部や

吹奏楽部が演奏を披露する中で、１～３年生全員が堂々と歌い上げ、その様

子が京都新聞社の記者の方の目に留まり、取材を受ける機会になりました。 

 知遊館では、与謝野町の「子ども達の好奇心を育むプロジェクト」 の一環とし

て、約１時間のパフォーマンスを披露しました。歌を届けるだけでなく、参加者と

一緒に踊る機会を設け、会場一体となって楽しい雰囲気を創り上げました。 

＜知遊館にて、歌の振り付けを教える生徒たち＞ 

＜合唱部 ～アカペラで地域の人たちに元気と感動を！～＞ 

陸 
上競技部は、7月28日(水)～８月１日(日)に秩父宮賜杯第74回全国高等学校陸上競技

対校選手権大会 、８月20日（金）～22日（日）に第54回京都府高等学校ユース陸上競

技対校選手権大会、８月28日(土)、29日(日)に第89回近畿陸上競技選手権大会兼第

106回日本陸上競技選手権大会近畿地区予選会と大会続きの夏休みでした。 

 第54回京都府高等学校ユース陸上競技対校選手権大会では、加悦谷学舎から３名、宮津学舎で

２名が６種目で３位までに入賞し近畿大会出場権を獲得しました。近畿大会出場選手は以下のとお

りです。 

 男子やり投 第２位 橋本 昭博(２年・橋立中) 

 女子走高跳 第３位 上田 桃愛(２年・弥栄中) 、 女子棒高跳 第２位 小林 帆夏(１年・橋立中) 

＜陸上競技部 ～各大会で健闘！～＞ 

＜全国高等学校陸上競技対校選手権大会に出場した 

多賀野晴さん（３年・峰山中）＞ 

＜書道部 ～部員全員が賞を受賞！～＞ 

和 
歌山県白浜町で８月２日（月）〜６

日（金）に開催された第45回全国高

等学校総合文化祭(全総文) 紀の

国わかやま総文2021 書道部門に京都府代表と

して、松瀬夏帆さん（２年・橋立中）が参加しまし

た。また、第55回記念 弘法大師奉賛高野山競書

大会で、部員全員が賞をいただきました。結果は

右のとおりです。 ＜全総文に参加した松瀬さん＞ 

【特選】 武縄 咲希(２年・加悦中) 、松瀬 夏帆 

【金賞】 細見 ひな(２年・加悦中) 

【銀賞】 谷川 莉菜(１年・加悦中)  

 ＜ソフトテニス部 ～地域大会で優勝！～＞ 
 

丹 
後オープンソフトテニス大会IN京丹後にて、

濱野こころさん（加悦谷２年・伊根中)、森下

楓良さん（宮津１年・伊根中)ペアが見事優

勝を果たしました！大人も参加する中での優勝は、本人

たちの自信につながりました。 

＜吹奏楽部 ～天候にもめげず！定期演奏会開催～＞ 

丹 
後文化会館にて宮津・加悦谷・宮津天橋高校吹奏楽

部定期演奏会を開催しました。新型コロナウイルス感

染拡大防止の観点から、入場制限を設けての開催と

なりました。 気象警報により、一度延期となりましたが、無事に開催

することができ、御来場者に楽しんでいただけました。 

 この定期演奏会をもって、宮津高校・加悦谷高校の３年生は引退

を迎えました。今後は宮津天橋高校吹奏楽部として、部員一同練習

に力を入れて

いきます。これ

からの吹奏楽

部の活躍にも

ぜひ御期待く

ださい！ 
＜リハーサルの様子＞ 


